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Q26b NANTEN2によるマゼラン雲のCO(2-1)輝線観測
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マゼラニックシステムは、距離が最も近い系外銀河のひとつであり、高い分解能でデータを取得できる。さら
に、領域によって金属量、ガス-ダスト比、星形成活動が異なる。そのため、広域に渡り観測を行うことで、さま
ざまな環境下での星間物質の物理状態や星形成活動等を詳細に調べることが可能である。我々は、なんてんによ
る 12CO(1-0)観測から、約 300個の巨大分子雲を同定し、これらの物理状態と星形成活動や HIガスとの比較を
行ってきた。昨年 10月、NANTEN2サブミリ波望遠鏡を用いて、12CO(2-1)広域観測を開始した。ビームサイズ
は 90秒角で、約 20 pcという分解能に相当する。現在進行中の観測は下記のようにまとめられる。
・大マゼラン雲南東部に存在する、大規模HII領域複合体 30 Dorと、その南側に 1 kpc以上にわたって広がる分子
雲複合体、および、銀河南端でアーク状に連なった分子雲群の 12CO(2-1)高感度観測とそれを基にした 13CO(2-1)
観測（朝倉他、本年会）
・巨大分子雲のタイプごとによる物理状態の理解
・大マゼラン雲バー方向の分子雲探査
・小マゼラン雲のバー方向の高感度観測（Muller他、本年会）

12CO(1-0)輝線で検出した分子雲は本観測により全て検出され、大局的な分布は一致している。しかし、大マゼ
ラン雲高感度観測では、なんてんで検出されなかった巨大分子雲をとりまく低密度な領域が検出されてきている。


